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令和７年度
練馬区死亡小票分析報告書（案）の説明資料

令 和 ８ 年 １ 月 3 0 日

練 馬 区 地 域 医 療 課

資料４ー１
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１．調査概要

• 調査目的

本調査は、練馬区における看取り死（死亡診断書が発行された死亡）の状況を分析することで、在宅療
養環境整備の進捗状況を把握し、施策に活かすことを目的とする。

• 調査方法

厚生労働省が実施する人口動態調査の死亡票を区独自に集計・分析した。

• 調査期間・対象

令和６年１月１日～12月31日に死亡した練馬区民を対象にした。また令和５年以前分については過年度
の分析結果を用いた。

●看取り死・異状死
看取り死：病死・自然死のうち医師（監察医 ・嘱託医以外）が死亡診断書を発行したもの
異状死 ：上記以外の病死・自然死のほか、交通事故等での死で、監察医・嘱託医が死体検案書を発行したもの

●老人ホーム
老人ホーム：特別養護老人ホーム（特養）、有料老人ホーム（有料）、サービス付き高齢者向け住宅（サ高住）、
グループホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホーム

●老健・介護医療院
老健・介護医療院：介護老人保健施設・介護医療院

●医療機関看取り・在宅看取り・施設看取り
医療機関看取り：病院・診療所で死亡し、死亡診断書が発行されたもの
在宅看取り：自宅で死亡し、死亡診断書が発行されたもの
施設看取り：老人ホームや老健・介護医療院で死亡し、死亡診断書が発行されたもの

本
資
料
に
お
け
る
定
義
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２-１．練馬区の死亡者数：死亡分類別の経年変化（実数）

看取り死：病死・自然死のうち医師（監察医・嘱託医以外）が死亡診断書を発行したもの。
異状死 ：看取り死以外の病死・自然死のほか、交通事故等での死のうち、監察医・嘱託医が死体検案書を発行したもの。

4,774 4,912 5,109 5,148 5,228 5,339 5,555
6,259 6,070 6,376

466 468
554 578 598 645

616

741
739

707

345 355
336 388 366

400
422

451
462

402

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

①看取り死
：年平均成長率 +3%*²

②異状死（病死・自然死）
；年平均成長率 +5%*²

③異状死（病死・自然死以外）
；年平均成長率 +2%*²

5,585 5,735
5,999 6,114 6,192

6,384
6,593

7,451
7,271

7,485
+3%

（人）

✓平成27年以降、増加で推移していた死亡者数は令和５年に減少に転じたが、令和６年は３%増加した。また、看取り死数
は令和５年と比較し、令和６年は５％増加した。

＋306人

(+5% *1)

*1) 令和5年→令和6年の増減率
*2）平成27年→令和6年の年平均成長率
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２-２．練馬区の死亡者数：死亡分類別の経年変化（割合）

✓平成27年以降、看取り死数※1と異状死数※2の割合はほぼ横ばいで推移している。

85% 86% 85% 84% 84% 84% 84% 84% 83% 85%

8% 8% 9% 9% 10% 10% 9% 10% 10% 9%

6% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 6% 5%

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

①看取り死

②異状死（病死・自然死）

③異状死（病死・自然死以外）

※1 看取り死：病死・自然死のうち医師（監察医・嘱託医以外）が死亡診断書を発行したもの。
※2 異状死 ：看取り死以外の病死・自然死のほか、交通事故等での死のうち、監察医・嘱託医が死体検案書を発行したもの
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480 562
549 619 664 832

397 469
474 540 618 677

749

43
58

6430
22

24 14 24 47
26

24
40

29

平成30年

3,735

85

102

令和元年

3,593

74

116

令和2年

57

1,066

117

令和3年

3,748

52

1,178

3,737

154

87

令和4年

3,581

39

1,117

1,113

180

1,103

令和5年

3,753

33

1,033

1,321

207

平成27年 令和6年

3,715

86

3,896

102

平成29年

3,803

109

63

平成28年

4,774

3,540

5,109 5,148 5,228 5,339
5,555

6,259
6,070

6,376

4,912

+5%

＋208 人
(＋19% *2)

5

３-１．練馬区の看取りの状況：死亡場所別の経年変化（実数）

「④老人ホーム」は、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホームなどを含む。
「⑥その他（空白を含む）」は、空白のほか、障害者支援施設、警察署、屋外施設などを含む。

（人）

*1) 令和４年→令和５年の増減率
*2) 令和５年→令和６年の増減率
*3）平成27年→令和６年の年平均成長率

+12%*³

±0%*³

+31%*³

－84人
(－8% *2)

＋172人
(＋5%*2)

＋10 人
(＋1% *1)

－61人
(－5% *1)

－167人
(－5%*1)

⑥その他（空白含む）

⑤老健・介護医療院

④老人ホーム

③自宅

②診療所

①病院

✓平成27年以降、増加傾向で推移していた在宅看取り数は令和４年から減少に転じており、令和５年と比較し、令和６年は
８％減少した。
✓施設看取りのうち老人ホームでの看取り数は増加で推移しており、令和５年と比較し、令和６年は19％増加した。
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３-２．練馬区の看取りの状況：死亡場所別の経年変化（割合）

「④老人ホーム」は、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホームなどを含む。
「⑥その他（空白を含む）」は、空白のほか、障害者支援施設、警察署、屋外施設などを含む。

78% 76% 76% 74% 71%
67% 64% 60% 59% 59%

10%
11% 11% 12%

13%
16%

19%
19% 18% 16%

8% 10% 9% 10% 12% 13% 13%
18% 18% 21%

1% 1% 1% 1% 2% 2% 2% 2%
1% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 1% 0%

令和元年

2%

平成27年

2%

令和2年

1%

平成28年

2%

令和3年

1%

平成29年

2%

令和4年

1%

平成30年 令和5年

1%

2%

令和6年

3% 3%

1%

⑥その他（空白含む）

⑤老健・介護医療院

④老人ホーム

③自宅

②診療所

①病院

✓平成27年以降、病院看取り割合は減少で推移していたが、令和４年以降はほぼ横ばいで推移している。
✓平成27年以降、施設看取り割合のうち老人ホームでの看取り割合は在宅看取り割合を下回って推移していたが、令和５年に
同率となり、令和６年は老人ホームでの看取り割合が上回った。
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736 723

662

47
63

81 84

101

132

151 140
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26
25

22

25

23

15 23

23

1
5

2

6

4

5

5 12

3

20
24 24

16

12

16

23

17
19 15

11

16

15

12

23
13

31

3
2 2

4

9

14

14

14
9

4

6
27 15

8

1

1

令和5年令和3年

147

123

40

49

190

令和4年 令和6年

15

166

35

令和2年

152

令和元年

104

平成30年

68

37

平成29年

47

平成28年

20

44

平成27年

480

562 549

619
664

832

1,066

1,178

1,117

1,033

-8%
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４-１．在宅看取りの状況：医療機関所在地別の経年変化（実数）

（人）

⑨不詳

⑧その他の都道府県

⑦埼玉県

⑥その他の東京都（都下）

⑤その他の特別区

④北区

③豊島区

②板橋区

①練馬区

-61人
(-8％ *2)

＋6人
(＋4％*2)

－24人
(-16％ *2)

✓平成27年以降、増加傾向で推移していた在宅看取り数は令和４年以降減少しており、令和５年と比較し、令和６年は８％
減少した。また、練馬区内医療機関による在宅看取り数も８％減少した。

• 新宿区 50人
• 杉並区 19人
• 中野区 19人
• その他 35人

-13人
(-2％ *2)

－11人
(-7%*2)

－43人
(-23% *2)
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４-２．在宅看取りの状況：医療機関所在地別の経年変化（割合）

（人）

74%
71%

64% 66%
61% 61% 64% 62% 65% 64%

8%
8%

11%
13%

13% 12%
12% 13%

13% 14%

6%
5%

5%
4%

4%
3%

1%
2% 2%

0%

1%
0%

1%
0%

0% 0%
1% 0%

2% 2% 2%

0% 3%
2%

2% 2% 1% 2%
1% 3%

1%
5% 0%

1%
1% 2% 1% 1%

1% 0%
1% 1% 0% 0%

3%
4%

4%

平成27年

4%

3%

平成28年

9%

4%
4%

3%

平成29年

11%

3%

平成30年

16%

令和元年

4%

18% 16%

4%

令和5年

16%

令和3年

12%

4%

令和4年

3%

令和2年 令和6年

13%

⑨不詳

⑧その他の都道府県

⑦埼玉県

⑥その他の東京都（都下）

⑤その他の特別区

④北区

③豊島区

②板橋区

①練馬区

• 新宿区5%
• 杉並区2%
• 中野区2%
• その他3%

✓令和６年の区内医療機関による在宅看取り割合は64%であり、令和元年以降ほぼ横ばいで推移している。
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５ｰ1．年間在宅看取り数別の練馬区内医療機関数

40

26 27

42
38

26 24 22
26

22

32

30 30

29

27

38

35
35 29

33

2

2 1

4

6

2
2

3
3

4

1

1 2

1

1
2

3
3

11

2
1

1
1

3

2

3
3

平成
27年

8

平成
28年

7

平成
29年

6

平成
30年

5

令和
元年

令和
２年

8

5

令和
４年

7

令和
３年

令和
５年

10

12

令和
６年

81

68 67

82

6 74

78
75

72 73
7651件以上

41-50件

31-40件

21-30件

11-20件

2-10件

1件

✓令和６年は、看取り数が31-40件の医療機関数が０件になった一方、２-10件、11-20件、21-30件の医療機関は増加した。
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５ｰ2．医療機関の年間在宅看取り数区分別の看取り数と割合

40 26 27 42 38 26 24 22 26 22

137
128 128

143
122 165

133 149 122 141

45 53
103

144
50

54

76
76

97
35 31

69

38

37

70
100

11044

42 48
49

44

115

169

232
235

204

97

平成
27年

115

平成
28年

108

21

平成
29年

81

平成
30年

63

令和
元年

59

令和
２年

179

令和
３年

108

令和
４年

103

令和
５年

150

令和
６年

354

397

353

407

367

452

671

735
721

658

51件以上

41-50件

31-40件

21-30件

11-20件

2-10件

1件

7% 8% 6% 4% 4% 3%

6%

8%

8%

9%

8%

7%

6%

7% 7%

39%

27%

13%

10%

平成
27年

32%

29%

13%

11%

平成
28年

36%

31%

20%

平成
29年

10%

35%

20%

25%

平成
30年

10%

33%

17%

39%

令和
元年

37%

13%

11%

25%

令和
２年

20%

27%

10%

25%

令和
３年

3%

20%

15%

10%

14%

32%

11%

17%

14%

11%

15%

33%

令和
４年

21%

23%

15%

31%

令和
６年

令和
５年

✓令和６年は、看取り数が31件以上の医療機関による看取り数が減少した。一方、看取り数が２-10件、11-20件、21-30件
の医療機関による看取り数は増加した。
✓また割合をみると、令和５年と比較し、令和６年は看取り数が11-20件の医療機関の割合が９%増加した。
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203 228 247 295 340 346 385

619 632
752

180
216 209

212

271
319

330

420 414

483

1

9 2
18

4
10

3

8 6
11

3
1

15

15 16

24

10

8 10
4

1

14
5

18

43

平成27年

58

平成28年

64

平成29年

180

35 46

令和5年令和4年

207

154

44

令和6年令和3年

19

117

令和2年令和元年

102

平成30年

63

440

527

116

603

720

793

866

1,257
1,293

1,528

538

11

６ｰ1．施設看取り（老健・介護医療院含む） _死亡場所別の看取り数の経年変化（実数）

（人）

その他（不詳を含む）

老健・介護医療院

グループホーム

サ高住

特養

有料

*1) 令和4年→令和5年の増減率
*2) 令和5年→令和6年の増減率

✓令和４年と令和５年は有料老人ホームと特別養護老人ホームの看取り数はほぼ横ばいだったが、令和５年と比較し、令和６
年は有料が19％、特養が17％増加と顕著な伸びを示した。

－6人

(-1%*1)

＋13人
(＋2%*1)

+69人

(+17%*²)

＋120人
(＋19%*²)
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６ｰ２．施設看取り（老健・介護医療院含む） _死亡場所別の看取り数の経年変化（割合）

「老人ホーム」は、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホームなどを含む。
「その他（空白を含む）」は、空白のほか、障害者支援施設、警察署、屋外施設などを含む。

46% 43% 46% 49% 47% 44% 44%
49% 49% 49%

41%
41% 39% 35% 38%

40% 38%
33% 32% 32%

0% 2% 0% 1% 1% 2%

1% 2% 1% 2% 0% 0% 2% 1% 1% 2%

2% 2% 2% 1% 0% 1% 0% 1%
14%

令和3年

12%

3%

10%

平成27年

14%11%

4%

令和5年平成28年

14%12%

3%

令和6年

440 527 538 603

平成29年

793 866 1,257 1,293 1,528

10%

令和4年

3%

平成30年

14%

令和元年

15%

令和2年

720

その他（不詳を含む）

老健・介護医療院

グループホーム

サ高住

特養

有料

✓令和５年と比較し、令和６年は施設種別による看取り割合に大きな変化はなかった。
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✓ 令和２年から令和６年にかけて有料の定員数は32%増加、特養の定員数は23％増加した。

✓ 老健・介護医療院は令和２年以降一定だった。
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【参考】施設機能別_定員数の推移（直近５年比較）

1,316 1,316 1,316 1,316 1,316
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定員数
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有料老人ホーム 特別養護老人ホーム 介護老人保健施設・介護医療院
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７-１．将来推計方法

✓ 将来の死亡者総数に関する推計は推計方法を変更し、将来の死亡場所別の死亡者数に関する推計は昨年度と同様の方法で
実施した。

「異状死」、「その他の場所での死亡」は、一定の頻度で発生すると仮定。
「異状死」は直近３年の全死亡者数に対する割合、「その他の場所での死亡」は直近３年
の全看取り死に対する割合の平均を用いた。

在宅・施設での死亡者総数：総死亡者数から以下の全領域の推計値を引いて算出。
在宅・施設での各死亡者数：在宅と施設の看取りの比率が直近の実績値で推移すると仮定。

異状死

看
取
り
死

「その他の場所」での死亡

「医療機関」での死亡

「在宅・施設（老人ホーム、特養、
老健））」での死亡

将
来
の
死
亡
者
数

直近の実績値を基準に「医療機関看取り」 と「在宅・施設看取り」の比率が５年ごとに
５％ずつ減少すると仮定。

直近5年の死亡率平均と人口推計を掛け合わせ、将来の死亡者数を算出
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令和６年の死亡者数推計*2 

推計値

【参考】生残率を用いた死亡者数の将来推計

（人）

7,451 7,271 7,485

6,777
7,053

7,106
7,070

7,095
7,300

7,686 8,039

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

令和
4年

(2022)

令和
5年

(2023)

令和
6年

(2024)

令和
7年

(2025)

令和
12年

(2030)

令和
17年

(2035)

令和
22年

(2040)

令和
27年

(2045)

令和
32年

(2050)

令和
37年

(2055)

令和
42年

(2060)

✓近年の死亡者数の急増により、令和４年から、当年の実績値を下回る試算が出るようになっていた。今回の試算でも同様
だった。

*1 国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30年推計）」の生残率・練馬区人口ビジョンの将来人口推計をもとに試算

*2 国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和6年推計）」の生残率・練馬区人口ビジョンの将来人口推計をもとに試算

実績値

令和４年の死亡者数推計*1 

推計値

（人）

6,384

7,451

6,629
6,848

6,903
6,780

6,728
7,020

7,499 7,873
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17年
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22年

(2040)

令和
27年

(2045)

令和
32年

(2050)

令和
37年

(2055)

令和
42年

(2060)

6,593

実績値

令和３年の死亡者数推計*1 

推計値

（人）

6,192
6,384 6,593 6,604

6,794
6,807

6,662
6,610

6,904
7,375 7,727

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

令和
元年

(2019)

令和
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(2030)
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17年
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22年

(2040)

令和
27年

(2045)

令和
32年

(2050)

令和
37年

(2055)

令和
42年

(2060)

実績値
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*1練馬区「死亡小票分析」・練馬区HP「世帯と人口（人口統計）」・練馬区人口ビジョンの将来人口推計をもとに試算

*2厚生労働省「死亡動態調査」・練馬区HP「世帯と人口（人口統計）」・練馬区人口ビジョンの将来人口推計をもとに試算

*3 国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和6年推計）」の生残率・練馬区人口ビジョンの将来人口推計をもとに試算

7,500

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

0

7,000

10,500

令和5年
(2023)

令和6年
(2024)

令和7年
(2025)

令和12年
(2030)

令和17年
(2035)

令和22年
(2040)

令和27年
(2045)

令和32年
(2050)

令和37年
(2055)

令和42年
(2060)

令和4年
(2022)

直近５年の死亡率平均*¹ コロナ前5年の死亡率平均*² コロナ前10年の死亡率平均*² （参考）生残率*3 

✓将来推計について、複数のパターンを検討し、今年度は直近５年の死亡率平均によって試算した。

推計値

（人）

【参考】練馬区における死亡者数将来推計のパターン比較

実績値
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７-２．死亡者数の将来推計

✓後期高齢者人口がピークを迎える令和37年（2055年）頃には、在宅または施設で看取る必要がある人数は3,917人になる
と推計される。

1,192 1,201 1,109 1,193 1,299 1,356 1,391 1,413 1,452 1,532 1,615

1,257 1,293
1,528

2,571

2,884
3,101 3,274 3,422 3,613

3,917
4,238

1,178 1,117
1,033

41

4,010

令和12年
(2030)

43

4,096

令和17年
(2035)

44

4,108

令和22年
(2040)

4,079

令和27年
(2045)

46

4,092

令和32年
(2050)

48

3,786

令和37年
(2055)

51

4,331

令和42年
(2060)

24

3,800

4,214

令和4年
(2022)

40

3,620

令和5年
(2023)

29

令和6年
(2024)

38

3,762

令和7年
(2025)

7,451 7,271 7,485 7,564

45

8,596
8,817 8,959

9,203
9,711

10,235

8,234

（人）
在宅・施設で
看取る必要のある人数

在宅

施設

医療機関

その他の場所

異状死 在宅または施設で
看取る必要がある人数

推計値

出所：練馬区「死亡小票分析」・練馬区HP「世帯と人口（人口統計）」・練馬区人口ビジョンの将来人口推計をもとに試算

実績値
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７-３．在宅・施設での看取り件数の将来推計

✓後期高齢者人口がピークを迎える令和37年（2055年）頃には、在宅では1,580人を、施設では2,337人を看取る必要があ
ると推計される。

1,257 1,293
1,528 1,534 1,721 1,850 1,953 2,042 2,156 2,337 2,528

1,178 1,117
1,033 1,037

1,163
1,251

1,320
1,380

1,457
1,580

1,709

令和27年
(2045)

9,203

令和32年
(2050)

9,712

令和37年
(2055)

10,235

8,234

令和4年
(2022)

令和5年
(2023)

令和6年
(2024)

7,564

令和42年
(2060)

令和7年
(2025)

令和12年
(2030)

8,596

令和17年
(2035)

8,817

令和22年
(2040)

2,435

8,959

2,561 2,571
2,884

3,101

2,410

3,422
3,613

3,917
4,238

3,273

出所：練馬区「死亡小票分析」・練馬区HP「世帯と人口（人口統計）」・練馬区人口ビジョンの将来人口推計をもとに試算

在宅で
看取る必要がある人数

施設で
看取る必要がある人数

（人）

死亡者数（全体）

在宅で
看取る必要のある人数

施設で
看取る必要のある人数

在宅

施設

推計値実績値
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参考資料
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【参考】看取り場所の変化

10%

8%

平成
27年

11%

10%

平成
28年

76%

11%

9%

平成
29年

74%

12%

10%

平成
30年

71%

13%

12%

76%

令和
元年

67%

16%

13%

令和
2年

64%

19%

13%

令和
3年

60%

19%

78%

令和
4年

59%

18%

18%18%

59%

16%

21%

令和
6年

令和
5年

①病院 ②診療所 ③自宅 ④老人ホーム ⑤老健・介護医療院

コロナ禍

年平均成長率

コロナ前 コロナ後

-2% -3%

+7% ±0%

+13% +13%→

+19% +11%

✓平成27年からの変化をみると、病院から自宅および施設での看取りに移行しつつある。
✓平成27年以降、施設看取りのうち老人ホームでの看取り割合が在宅看取り割合を下回って推移していたが、令和５年に同
率となり、令和６年は老人ホームでの看取り割合が上回った。
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21%4% 5%
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15%
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7%9%
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17%

4% 4%
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3%

26%
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11%

①病院

30%

②診療所

3%
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30%

③自宅

61%

24%

⑥その他
（空白含

む）

①悪性新生物

②心疾患

③脳血管疾患

④肺炎

⑤その他の呼吸器系疾患

48%

⑥肝疾患

⑦腎疾患

④老人
ホーム

⑧老衰（認知症含む）

⑨その他の死因
(未記入含む）

6,376 3,753

⑤老健・
介護医療

院

1,033 1,321 207 2933

【参考】死亡場所別の死因の変化（令和元年・令和６年）
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22%

5% 4% 5%

①病院

9%

11%

②診療所

3%

23%

③自宅

61%

④老人
ホーム

2%

6%

3% 53%

⑤老健・
介護医療

院

38%

⑥その他
（空白含

む）

①悪性新生物

②心疾患

③脳血管疾患

④肺炎

⑤その他の呼吸器系疾患

16%

全体

⑦腎疾患
3%

⑧老衰（認知症含む）

⑨その他の死因
(未記入含む）

5,228

⑥肝疾患

85 664 618 102 243,735

全体 死亡場所別

令和元年

21

全体 死亡場所別

✓令和元年と令和６年を比較すると、病院における悪性新生物の看取り割合は６％減少した。また、自宅における老衰の看取
り割合は７％増加、老人ホームにおける悪性新生物の看取り割合は５％増加した。

令和６年
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【参考】看取り場所別の死因別看取り患者の変化（直近５年比較/実数と割合）
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✓令和２年からの変化をみると、病院において、悪性新生物は令和４年以降減少から増加に転じ、老衰は増加で推移している。
また、自宅において、悪性新生物は令和４年以降増加から減少に転じた。
✓老人ホームにおいて、悪性新生物、老衰の看取り数は増加傾向で推移しており、悪性新生物の割合は増加している。

0

10

20

30

40

50

60

70

28%
(1,010)

7%
(251)

令和
2年

25%
(883 )

8%
(270)

令和
3年

22%
(841)

9%
(321)

令和
4年

24%
(862)

9%
(323)

令和
5年

25%
(922)

11%
(407)

令和
6年

単位：% (人)



+2

+1

-1

-2

-3

+2

+1

-1

-2

0

-3

+2

+1

-1

-2

0

-3

0

補色

補色

補色

23

【参考】死因別の看取り場所別看取り患者の変化（直近５年比較/実数と割合）
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✓令和２年からの変化を見ると、令和４年以降悪性新生物の看取り数、割合ともに病院と老人ホームで増加したが、自宅では減
少している。また、老衰の看取り数は老人ホームで増加したが、割合は令和２年から増加し、近年は50%前後で推移している。
✓肺炎の看取り数は病院で増減はあるものの、割合は80%以上を占めている。

単位：% (人)
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【参考】施設看取り（老健・介護医療院含む） _死因の変化（令和元年・令和６年）
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11%
1% 6%
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1%
1% 1%
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1%4% 7% 5%

65%

25%

サ高住

67%
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ホーム

特養

3%

60%
53%

老健・
介護医療院

①悪性新生物

②心疾患

③脳血管疾患

施設

④肺炎

⑤その他の呼吸器系疾患

57%

有料

⑧老衰（認知症含む）

⑨その他の死因

720

⑦腎疾患

271 4 3 102340

16%

28%

3%

16%
8%

4%

6%

6%

5%

9%

4% 12%

1%

1%

1%

7%
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3%
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4%

16%

2%

3%

6%

0%

0%

0%

7%

1%
2%

2%

4%

2%

4%5% 5%
9%

特養

5%

57%

4%

71%

グループ
ホーム

施設

48%

老健・
介護医療院

①悪性新生物

②心疾患

サ高住

③脳血管疾患

3%

④肺炎

⑤その他の呼吸器系疾患

59%

⑥肝疾患

50%

有料

80%

⑧老衰（認知症含む）

⑨その他の死因

1,510

⑦腎疾患

483 44 24 207752

全体 死亡場所別

令和元年 令和６年

全体 死亡場所別

✓令和元年と令和６年を比較すると、施設看取り割合は、有料では悪性新生物が10％増加、特養では老衰が15％増加した。
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【参考】施設の機能別_看取り数の推移（直近３年比較）

施設機能別の看取り数の推移

1257

547

72

420

154

1178

1293

528

104

414

180

1117

1528

580

170

483

207

1033

施設全体 有料_特定＋住宅一般 有料_ホスピス型 特養 老健・
介護医療院

【参考】自宅

+271
(+22%)

+33
(+6%)

+98
(+136%)

+63
(+15%)

+53
(+34%)

-145
(-12%)

令和４年 令和５年 令和６年

✓ 令和４年からの変化を見ると、すべての施設において看取り数が増加しており、特にホスピス型有料老人ホーム、老健・
介護医療院が増加している。

※ホスピス型とは、ターミナルケア特化/ホスピス型と明示されている住宅型有料老人ホームを指す
※ 施設全体には、サ高住、グループホームの数値を含む。
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【参考】施設機能別_看取り数の推移（直近３年比較／区内・区外別）

区内施設における機能別看取り数の推移
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【参考】
自宅

919

+118
(+13%)

+29
(+49%)

+59
(+16%)

令和４年 令和５年 令和６年
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施設全体 有料_特
定＋住宅
型一般

有料_ホ
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特養 老健・
介護医療院

【参考】
自宅

369

+147
(+45%)

+69
(+531%)

+72
(+107%)

令和４年 令和５年 令和６年

✓ 近年の施設看取り数の増加は区外施設の影響を受けており、ホスピス型有料老人ホーム、老健・介護医療院の看取り数
が増加している。一方、区内は、ホスピス型有料老人ホームと特養の看取り数が増加している。

区外施設における機能別看取り数の推移

※ホスピス型とは、ターミナルケア特化/ホスピス型と明示されている住宅型有料老人ホームを指す
※ 施設全体には、サ高住、グループホームの数値を含む。
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【参考】練馬区と世田谷区における人口・医療介護関連施設の状況比較

分類 詳細 練馬区 世田谷区

人口*1＊２ 741,540名 918,141名

高齢化率＊２
65歳以上(総人口に占める割合) 22.0% 20.5%

75歳以上(総人口に占める割合) 12.6% 11.6%

病床数＊３

合計 2430 4226

高度急性期 114 99

急性期 1289 2661

回復期 457 680

慢性期 570 786

在支診・在支病
（施設数）＊4

合計 80か所 146か所

機能強化型の在支診・在支病 37か所 59か所

機能強化型以外の在支診・在支病 43か所 87か所

施設
（施設数/施設定員数）＊２

合計 185か所／10,340 216か所／10,893

特別養護老人ホーム 37か所／2,761 29か所／2,168

有料老人ホーム 86か所／5,821 98か所／5,781

サービス付き高齢者向け住宅 24か所／1,087 40か所／2,026

グループホーム 38か所／671 49か所／918

＊１:練馬区・世田谷区ともに人口の中に外国人も含まれる。
＊２：令和６年１月１日時点での集計 ＊３：令和５年７月１日時点での集計 , ＊4：練馬区は令和６年７月１日、世田谷区は令和6年1月1日時点での集計

出典：練馬区「第９期 練馬区高齢者保健福祉計画・ 介護保険事業計画 人口推計等資料」、世田谷区「令和６年高齢者人口」、
東京都保健医療局「令和５年(2023年）報告 東京都における医療機能ごとの病床の状況（許可病床）」、厚労省「届出受理医療機関名簿（医科）」、東京都福祉局「施設一覧」
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【参考】令和５年の死亡者数_死亡場所・死亡分類別（世田谷区との比較）

✓ 両区を比較すると、自宅・特養の看取り割合は同程度であったが、有料老人ホームの看取り割合は練馬区が世田谷区よ
り約４％少なかった。

83

3,528
(45%)

423 
(5%)

102

1

1,184
(15%)

658
(8%)

988
(13%)

9

431
(6%)

7

101

62

26

9

63

3,951
(51%)

103
(1%)

1,842
(24%)

997
(13%)

438
(6%)

103
(1%)

64
(1%)

26
(0%)

9
(0%)

146
(2%)

看取り死 異状死

死亡の状況－死亡場所・死亡分類別

[人]
練馬区

72

病院

39

3
診療所

1,117
(15%)

679
(9%)

自宅

632
(8%)

6老人ホーム（有料）

414
(6%)

1
老人ホーム（特養）

180

1
老健・介護医療院

3,581
(48%)

5
老人ホーム（サ高住）

老人ホーム（グループホーム）

老人ホーム（その他）

40

434
(6%)

その他（空白含む）

4,015
(54%)

42
(1%)

1,796
(24%)

638
(9%)

415
(6%)

181
(2%)

51
(1%)

16
(0%)

5
(0%)

112
(2%)
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世田谷区
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【参考】令和５年における看取り死の比較_年齢区分・死亡場所別（世田谷区との比較）

✓練馬区は65-74歳、85歳以上の年齢区分で在宅看取り割合が世田谷区の同区分と比較して多かった。
✓両区ともに医療機関での看取り割合は年齢区分が上がるとともに減少傾向にある。

練馬区 世田谷区

[人]

4

0-14歳 15-24歳

86%

25-34歳

86%

35-44歳

75%

45-54歳

78%

17%

55-64歳

69%

23%

65-74歳

68%

73%

10%

75-84歳

53%

18%

25%

3%

85歳以上

15
7 28 93

271

596

1,459

3,597

27%

19%

17%

病院 診療所 自宅 老人ホーム 介護医療院・老健 その他（空白含む）

4

25-34歳

72%

35-44歳

75%
4%

45-54歳

66%

26%

55-64歳

68%

20%
7%

24%

92%

65-74歳

63%

19%

15%

75-84歳

47%

1%

17%

31%

0-14歳

1%

15-24歳 85歳以上

12 2

2%

104 257

621

1,460

4,025

29
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【参考】令和５年における看取り死の比較_死因・死亡場所別（世田谷区との比較）

✓ 両区ともに悪性新生物は50%以上が病院看取り、老衰は70%以上が自宅・施設看取りであった。

3%

29%

17%

0%

①悪性
新生物

82% 1%
8%8%
0%

③脳血
管疾患

80%

1%

2%

8%

⑤肺炎

17%

2%

9%

23%

53%

3%

⑩老衰（認
知症を含

む）

1,606

214

1,025

1,640

50%

看取り死における死亡場所の内訳（主な死因別）

病院 診療所 自宅 老人ホーム 老健・介護医療院 その他（空白含む）[人]

世田谷区練馬区

84% 6%
7%
2%

③脳血
管疾患

80%

1%
7%

55%

33%

3%

11%

⑤肺炎

23%

0%

①悪性
新生物

22%

48%

6%

⑩老衰（認
知症を含

む）

1,578

229

1,031

1,402

8%

※両区の死因分類定義を揃えるため、新型コロナウイルス感染症をその他として集計
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